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デンタルインプラントセンター
口腔インプラント治療は、歯根のない欠損部の骨の
中にインプラント体というチタンの人工歯根を埋め
込み、その上に土台をねじ止めし、かぶせる治療方
法です。
取り外しが必要ない場合が多く、見た目や咬む機能
をご自分の歯のように回復できます。費用は、1本あ
たり45万円程度です。
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むし歯や歯周病、事故など様々な原因で歯は失われます。1本だけ
失う場合もありますし、数本失う場合、また全部の歯が無くなっ
てしまうこともあります。失った歯が1〜2本の場合、隣り合った
歯を支えとする「ブリッジ」や「部分入れ歯」などが適応され、
全ての歯が無くなった場合は「総入れ歯」を作るのが一般的な解
決法として普及しています。

しかしブリッジや入れ歯の場合、患者様から以下のような訴えを
よく耳にします。

・入れ歯を支える金属製のバネが見えてしまい見た目が気になる。

・健康な歯を削ってほしくない。

・食べたものがよく挟まってしまう。

・入れ歯が安定しないため上手くものを噛めない。

・食べ物がおいしく感じない。

・取り外しが面倒である。

このような問題を抱える患者様のために研究・開発されてきたのが

インプラント（人工歯根）による治療法です。

口腔インプラント治療とは？歯を失って悩んでいませんか？

歯茎

顎の骨インプラント体
（人工歯根）

インプラントの基本構造

口腔インプラント治療を行うために必要な診査
レントゲン診査・CT診査
インプラント体を埋入するために
骨の量や幅、神経・血管の位置な
どを詳しく調べます。

模型診査
インプラント体の埋入本数、位置
などの診査を行います。また、最
終的なかぶせやかみ合わせの計画
を立てます。

全身状態の診査
手術を必要とするため、全身の健康状態につい
て血液検査を行います。かかりつけ医で治療を
受けている場合は、主治医に問い合わせます。

生活習慣の問診
口腔インプラント治療の予後には、喫煙や歯ぎ
しりといった生活習慣が影響します。

歯周病の診査
歯周病が悪化していると、インプラント体が細
菌に感染するリスクが高くなります。口腔イン
プラント治療の前に、適切な歯周病治療が必要
です。

治療前 CTによるシミュレーション

画像データからデジタル加工し
たガイドを用いたインプラント

体埋入手術を行いました

インプラント体埋入と同日
または翌日に暫間的な歯を

装着して帰宅

即時修復（手術と同時に歯を入れる）症例 顎骨再建（腫瘍や外傷で歯を失った方）症例

左側下顎に発生した腫瘍を摘出した後に、自分の骨を移植し、インプラント

体を埋め込み嚙み合わせなどの機能回復を行いました

治療前 骨を移植します

移植した骨にインプラント体を埋入します 固定性の義歯を装着します

これらの治療法にはそれぞれの特徴があります。また、口の中の状態により選択できる治療法は異なります。どの治療法が適しているのか、

担当医にご相談ください。

問い合わせ先
デンタルインプラントセンター
センター長 窪木拓男
Tel: 086-235-6791
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